
- 1 -

平成17年６月24日公表

農林水産省大臣官房情報課

平成17年度

農林水産情報交流ネットワーク事業 全国アンケート調査

森林資源の循環利用に関する
意識・意向調査結果

この調査は、平成17年４月上旬から中旬にかけて、農林水産情報交流ネット

ワーク事業の林業者モニター 738名及び消費情報提供協力者 1,480名に対して

実施し、林業者モニター 608名、消費情報提供協力者 1,337名から回答を得た

結果である。

以下、林業者モニターは「林業者 、消費情報提供協力者は「消費者」とい」

う。

Ⅰ 調査結果の概要

１ 森林資源の循環利用に関する林業者と消費者の意識

－ 「重要なことだと思う」が林業者、消費者ともにほぼ10割 －

森林資源の循環利用をどのように思うかは、林業者、消費者ともに「重要なこ

とだと思う」がほぼ10割（99％）を占めている。

図1-1 森林資源の循環利用に関する
林業者の意識

図1-2 森林資源の循環利用に関する
消費者の意識
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２ 周囲の森林の手入れに関する林業者と消費者の意識

－ 「手入れがされていないと思う」が林業者で８割、消費者で６割 －

周囲の森林の手入れの状況をどのように思うかは、林業者では 「少し手入れが、

足りないと思う」が５割 「ほとんど手入れがされていないと思う」が３割となっ、

ており 「手入れがされていないと思う」が８割を占めている。、

消費者では 「手入れがされていないと思う」が６割を占めている。、

３ 手入れが不十分な私有林の手入れをすべき者に関する林業者と消費者の意識

－ 「あくまでも森林所有者が中心となって手入れをすべき」が林業者で５割 －

私有林の所有者が森林の手入れを十分に行っていない場合、その森林の手入れ

を誰が行うべきと考えるかは、林業者では 「あくまでも森林所有者が中心となっ、

て手入れをすべき」が５割、消費者では 「森林ボランティアへの参加や緑の募金、

への協力など国民全体で取り組むべき」が４割とそれぞれ最も高くなっている。

図2-1 周囲の森林の手入れに関する
林業者の意識

図2 2 周囲の森林の手入れに関する-
消費者の意識

図3 1 手入れが不十分な私有林の手入れ-
をすべき者に関する林業者の意識

図3 2 手入れが不十分な私有林の手入れ-
をすべき者に関する消費者の意識
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Ⅱ 解 説
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１ 森林資源の循環利用に関する林業者と消費者の意識
－ 「重要なことだと思う」が林業者、消費者ともにほぼ10割 －

(1) 森林資源の循環利用をどのように思うかは 「重要なことだと思う」が、林、
業者では99.3％、消費者では98.7％を占めている。

(2) 森林資源の循環利用は重要なことだと思うと回答した者が、森林資源の循環
利用を進めるにあたって重要と考えることは、林業者では 「国や地方自治体、
による支援の強化」が60.6％と最も高く、次いで「公共事業における国産材の
利用の促進」が51.2％ 「国民に対する国産材利用促進のための普及啓発」が、
46.5％となっている。
消費者では 「国や地方自治体による支援の強化」が59.5％と最も高く、次、

いで「森林所有者、森林組合（森林所有者の共同組織）等による森林整備や木
」 、「 」材生産に関する自助努力 が59.4％ 公共事業における国産材の利用の促進

が54.5％となっている。

）図4-3 森林資源の循環利用を推進するにあたり林業者が重要と考えること（複数回答

図4-1 森林資源の循環利用に関する
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消費者の意識
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図4-4 森林資源の循環利用を推進するにあたり消費者が重要と考えること（複数回答）

２ 周囲の森林の手入れに関する林業者と消費者の意識
－ 「手入れがされていないと思う」が林業者で８割、消費者で６割 －

(1) 周囲の森林の手入れの状況をどのように思うかは、林業者では 「少し手入、
れが足りないと思う」が47.5％ 「ほとんど手入れがされていないと思う」が、

、「 」 。29.3％となっており 手入れがされていないと思う が76.8％となっている
一方 「よく手入れがされていると思う」は2.6％ 「必要最小限の手入れが、 、

されていると思う」は17.8％となっており 「手入れがされていると思う」が、
20.4％となっている。
消費者では 「手入れがされていないと思う」が57.7％ 「手入れがされて、 、

いると思う」が13.7％となっている。

図5-1 周囲の森林の手入れに関する
林業者の意識

図5-2 周囲の森林の手入れに関する
消費者の意識
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(2) 周囲の森林の手入れがされていないと思うと回答した者が、森林の手入れが
されていないのは、どのようなことが原因であると考えるかは、林業者では、
「木材の価格が安く、採算が合わないため」が83.9％と最も高く、次いで「下
草刈りや間伐などに係る費用が負担できないため」が40.7％となっている。
消費者では 「森林を手入れする労働力が不足しているため」が59.4％と最、

も高く、次いで「下草刈りや間伐などに係る費用が負担できないため」が47.6
％ 「木材の価格が安く、採算が合わないため」が44.2％となっている。、

図5-3 森林の手入れがされていない原因（複数回答）

(3) 周囲の森林の手入れがされていないと思うと回答した消費者が、そのように
思う理由は 「森林を伐採した後に、植林されずに放置されている場所がみら、

」 、 「 、れるため が55.4％と最も高く 次いで スギ林等で木の幹が細く込み合って
貧弱にみえる森林がみられるため」が54.2％ 「森林の手入れが十分に行われ、
ていない等の報道を見たことがあるため」が50.7％となっている。

図5-4 消費者が森林の手入れがされていないと思う理由（複数回答）

44.2
47.6

26.1

13.0

59.4

2.3 0.5 1.61.5-2.1

18.421.0
27.4

40.7

83.9

0

20

40

60

80

100
(％)

無回答国や地方自

治体の支援

が不十分な

ため

周囲の森林

所有者が森

林に対して

無関心なた
め

わからないその他木材の価格

が安く、採

算が合わな

いため

下草刈りや

間伐などに

係る費用が

負担できな

いため

森林を手入

れする労働

力が不足し

ているため

消費者林業者

55.4 54.2
50.7

14.8

1.7

0

20

40

60
(％)

無回答スギ林等で木の

幹が細く込み合

って、貧弱にみ

える森林がみら

れるため

森林を伐採した

後に、植林され

ずに放置されて

いる場所がみら

れるため

その他森林の手入れが

十分に行われて

いない等の報道

を見たことがあ

るため



- 7 -

(4) 手入れが十分に行われていない森林を整備するために、林業者が効果的と考
える方策は 「森林の手入れに必要な林道などの整備に対する公的支援を強化、
すること」が63.8％と最も高く、次いで「森林所有者に代わって、森林の手入
れを行う代行者を確保し、その代行者に対して支援を行うこと」が61.0％とな
っている。

図5-5 林業者が効果的と考える森林整備の方策（複数回答）

３ 手入れが不十分な私有林の手入れをすべき者に関する林業者と消費者の意識
－ 「あくまでも森林所有者が中心となって手入れをすべき」が林業者で５割 －

私有林の所有者が森林の手入れを十分に行っていない場合、その森林の手入れ
を誰が行うべきと考えるかは、林業者では 「あくまでも森林所有者が中心とな、
って手入れをすべき」が48.7％と最も高く、次いで「国や地方自治体が中心とな
って手入れをすべき」が29.8％となっている。
消費者では 「森林ボランティアへの参加や緑の募金への協力など国民全体で、
取り組むべき」が36.7％と最も高く、次いで「あくまでも森林所有者が中心とな
って手入れをすべき」が26.9％ 「国や地方自治体が中心となって手入れをすべ、
き」が26.3％となっている。
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４ 林業経営に関する林業者の意向
－ 「小回りが利き、農業などとの兼業が容易な10haから100ha程度の経営」が７割 －

(1) 林業経営の規模をどのようにした
いかは 「小回りが利き、農業など、
との兼業が容易な10haから100ha程
度の経営」が66.4％と最も高く、次
いで「規模化のメリットが活かせる
100haを超える大規模な経営 が24.8」
％となっている。

(2) 森林の手入れの主体をどのように
したいかは 「自家労働を主体とし、
たい」が35.7％と最も高く、次いで
「林業経営そのものを他の森林所有
者や林業事業体等（伐採等の業者、
森林組合など）に委託したい」が
29.8％となっている。

(3) 木材生産目標をどのようにしたい
かは 「並材と高品質材の両方を生、
産することを目指したい」が60.0％
と最も高く、次いで「単価のより高
い高品質材や特殊材を生産すること
を目指したい」が18.1％ 「並材を、
低コストで生産することを目指した
い」が15.5％となっている。

図7-1 林業経営の規模に関する意向

図7-2 手入れの主体に関する意向

図7-3 木材生産目標に関する意向
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(4) 伐採の方法をどのようにしたいか
は 「皆伐は行わず、間伐などを繰、
り返すことによって、できるだけ造
林や手入れの手間が生じないように
したい」が64.8％と最も高く、次い
で「おおむね80年生程度以上の林齢
で、まとまった面積の皆伐を行いた
い」が18.8％ 「おおむね50年生程、
度の林齢で、まとまった面積の皆伐

」 。を行いたい が10.0％となっている

(5) 林業の機械化（高性能林業機械等
の配備）をどのようにしたいかは、
「機械はなるべく持たず、伐採など
は請け負わせにより対応したい」が
49.5％と最も高く、次いで「多少作
業能率が低くても低価格な機械を導
入したい」が27.6％となっている。

５ 林業者が伐採業者や森林組合などに期待する役割
－ 「高い技術力をもって、高能率・低コストの林業を実施すること」が７割 －

、 、「 、林業者が 伐採業者や森林組合などに期待する役割は 高い技術力をもって
高能率・低コストの林業を実施すること」が66.8％と最も高く、次いで「作業の
みならず、森林に係る計画策定から管理経営までを引き受けること」が39.0％、
「 、 」 、「 、長期にわたり 各種の作業を一括して引き受けること が34.5％ 植え付け
間伐等の個々の作業を引き受けること」が33.9％となっている。

図8 林業者が伐採業者や森林組合などに期待する役割（複数回答）
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特に期待する

役割はない

図7-4 伐採方法に関する意向

図7-5 林業の機械化に関する意向

回答者数
608人
(100.0%)

その他 2.6
皆伐は行わず、間伐など
を繰り返すことによって、
できるだけ造林や手入れ
　　　　の手間が生じない
　　　　　　ようにしたい
　　　　　　　64.8

無回答 3.8

おおむね80年
生程度以上の
林齢で、まと
まった面積の
皆伐を行いたい 18.8

おおむね50年
生程度の林齢
で、まとまった
面積の皆伐を
行いたい 10.0

回答者数
608人
(100.0%)

その他 5.3

無回答 5.9

多少作業能率が
低くても低価格
な機械を導入した
い　27.6

高価格でも作業
能率が高い機械
を導入したい
11.7

機械はなるべく
持たず、伐採など
は請け負わせに
　  より対応したい
  　　  49.5
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６ 森林づくりに関する林業者の意向と消費者の意識
－ 「国土の保全や水源のかん養に配慮した森林づくり」が林業者で７割 －

どのような点に配慮をした森林づくりを進めていきたいと考えているかは、林
業者では 「国土の保全や水源のかん養に配慮した森林づくり」が66.9％と最も、
高く、次いで「木材等の生産を主体とした森林づくり」が50.7％となっている。
消費者は、どのような配慮がなされた森林づくりが進められていくべきと考え

ているかでは 「国土の保全や水源のかん養に配慮した森林づくり」が58.7％と、
、 「 」最も高く 次いで CO の吸収源として地球温暖化の防止に配慮した森林づくり2

が54.5％ 「多様な動植物の生育など周辺の環境に配慮した森林づくり」が40.2、
％となっている。

図9 森林づくりに関する林業者の意向と消費者の意識（複数回答）

58.7

7.2

32.6

54.5

40.2

2.1 0.20.5
4.8

20.6
23.824.7

50.7

66.9

0

20

40

60

80
(％)

無回答木材等の生産

を主体とした

森林づくり

森林浴など健

康づくりや森

林体験活動な

ど森林と人と

のふれあいに

配慮した森林

づくり

その他国土の保全や

水源のかん養

に配慮した森

林づくり

多様な動植物

の生育など周

辺の環境に配

慮した森林づ

くり

CO2の吸収源

として地球温

暖化の防止に

配慮した森林

づくり

消費者林業者



【　統　計　表　】
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１　森林資源の循環利用に関する林業者と消費者の意識

（１）　林業者の意識
単位：％

人

1  608 100.0 99.3 0.2 0.2 0.3 - 1

2  63 100.0 100.0 - - - - 2

3  78 100.0 100.0 - - - - 3

4  103 100.0 99.0 - - 1.0 - 4

5  30 100.0 93.3 - 3.3 3.3 - 5

6  61 100.0 100.0 - - - - 6

7  65 100.0 100.0 - - - - 7

8  144 100.0 99.3 0.7 - - - 8

9  61 100.0 100.0 - - - - 9

10  3 100.0 100.0 - - - - 10

東 北

関 東

九 州

沖 縄

中 国 四 国

東 海

近 畿

そ の 他

農 政 局 等 別

重要なこと
だ と 思 う

わからない

北 陸

北 海 道

区
分

無 回 答区　　　分

計

計回 答 者 数
重要なこと
だ と は
思 わ な い
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１　森林資源の循環利用に関する林業者と消費者の意識（つづき）

（２）　消費者の意識
単位：％

人

1 1 337 100.0 98.7 0.4 0.3 0.6 0.1 1

2  395 100.0 97.7 0.3 0.8 1.0 0.3 2

3  942 100.0 99.0 0.4 0.1 0.4 - 3

4  72 100.0 95.8 - - 4.2 - 4

5  250 100.0 98.0 - 1.2 0.8 - 5

6  287 100.0 99.0 0.3 0.3 0.3 - 6

7  463 100.0 98.9 0.6 - 0.2 0.2 7

8  265 100.0 99.2 0.4 - 0.4 - 8

9  26 100.0 88.5 - - 11.5 - 9

10  61 100.0 95.1 - 3.3 1.6 - 10

11  83 100.0 98.8 - 1.2 - - 11

12  119 100.0 98.3 0.8 - - 0.8 12

13  106 100.0 100.0 - - - - 13

14  46 100.0 100.0 - - - - 14

15  189 100.0 98.9 - 0.5 0.5 - 15

16  204 100.0 99.0 0.5 - 0.5 - 16

17  344 100.0 99.1 0.6 - 0.3 - 17

18  159 100.0 98.7 0.6 - 0.6 - 18

19  82 100.0 100.0 - - - - 19

20  118 100.0 97.5 0.8 - 1.7 - 20

21  408 100.0 99.3 - 0.5 0.2 - 21

22  80 100.0 98.8 - - 1.3 - 22

23  105 100.0 97.1 1.0 - 1.0 1.0 23

24  205 100.0 99.0 - - 1.0 - 24

25  173 100.0 98.3 1.2 - 0.6 - 25

26  149 100.0 98.0 0.7 1.3 - - 26

27  17 100.0 100.0 - - - - 27

九 州

沖 縄

年 齢 階 層 別

北 陸

東 海

近 畿

中 国 四 国

農 政 局 等 別

北 海 道

東 北

関 東

男性40～49歳

男性50～64歳

女性65歳以上

女性50～64歳

男性65歳以上

女性20～29歳

女性30～39歳

女性40～49歳

50 ～ 64 歳

30 ～ 39 歳

40 ～ 49 歳

女 性

男性30～39歳

性別・年齢階層別

男性20～29歳

65 歳 以 上

区
分

無 回 答区　　　分

計

計回 答 者 数
重要なこと
だ と は
思 わ な い

そ の 他 わからない
重要なこと
だ と 思 う

20 ～ 29 歳

性 別

男 性
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２　森林資源の循環利用を推進するにあたり林業者と消費者が重要と考えること（複数

（１）　林業者の意識

人

1  604 100.0 37.3 43.9 7.3 37.6 51.2 

2  63 100.0 47.6 44.4 12.7 33.3 49.2 

3  78 100.0 35.9 47.4 6.4 38.5 50.0 

4  102 100.0 32.4 48.0 8.8 36.3 55.9 

5  28 100.0 32.1 39.3 3.6 53.6 64.3 

6  61 100.0 41.0 31.1 4.9 41.0 45.9 

7  65 100.0 36.9 43.1 4.6 29.2 49.2 

8  143 100.0 39.2 46.9 7.7 39.9 48.3 

9  61 100.0 31.1 39.3 6.6 34.4 57.4 

10  3 100.0 33.3 66.7 - 66.7 - 

注：１の（１）で「重要なことだと思う」と回答した者に対する割合である。

公共事業にお
ける国産材の
利用の促進

森林組合（森
林所有者の共
同組織）によ
る森林整備や
木材生産に関
する自助努力

伐採等の事業
者（素材生産
業者）などに
よる事業能力
の向上のため
の自助努力

製材工場、大
工・工務店な
どによる国産
材や国産材住
宅の販売の促
進

農 政 局 等 別

北 海 道

区　　　分

計

計回 答 者 数

森林所有者に
よる森林整備
や木材生産に
関する自助努
力

沖 縄

中 国 四 国

東 海

近 畿

東 北

関 東

九 州

北 陸
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回答）

単位：％

46.5 5.3 60.6 3.5 0.3 0.3 1

36.5 3.2 68.3 3.2 - - 2

42.3 9.0 60.3 3.8 - - 3

45.1 8.8 57.8 2.9 1.0 - 4

57.1 3.6 46.4 - - - 5

54.1 1.6 62.3 6.6 - 1.6 6

58.5 1.5 61.5 3.1 - 1.5 7

37.8 3.5 65.7 2.8 0.7 - 8

59.0 9.8 49.2 4.9 - - 9

66.7 - 66.7 - - - 10

わからない

国民に対する
国産材利用促
進のための普
及啓発

森林の手入れ
などのボラン
ティア活動

区
分

無 回 答
国や地方自治
体による支援
の強化

そ の 他
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２　森林資源の循環利用を推進するにあたり林業者と消費者が重要と考えること（複

（２）　消費者の意識

人

1 1 319 100.0 59.4 43.6 54.5 32.1 36.1 

2  386 100.0 65.0 44.6 50.5 33.9 37.3 

3  933 100.0 57.1 43.2 56.2 31.4 35.6 

4  69 100.0 58.0 37.7 39.1 24.6 47.8 

5  245 100.0 56.7 42.4 46.5 30.2 36.7 

6  284 100.0 53.2 43.3 53.9 32.0 44.0 

7  458 100.0 60.7 45.4 58.1 33.0 33.8 

8  263 100.0 66.9 43.3 60.5 34.6 27.8 

9  23 100.0 60.9 39.1 21.7 34.8 43.5 

10  58 100.0 67.2 41.4 41.4 27.6 36.2 

11  82 100.0 62.2 42.7 46.3 32.9 46.3 

12  117 100.0 59.8 44.4 56.4 35.0 38.5 

13  106 100.0 72.6 49.1 58.5 36.8 28.3 

14  46 100.0 56.5 37.0 47.8 19.6 50.0 

15  187 100.0 53.5 42.8 48.1 31.0 36.9 

16  202 100.0 49.5 43.6 56.9 31.7 43.1 

17  341 100.0 61.0 45.7 58.7 32.3 32.3 

18  157 100.0 63.1 39.5 61.8 33.1 27.4 

19  82 100.0 74.4 42.7 45.1 30.5 24.4 

20  115 100.0 63.5 41.7 57.4 32.2 27.0 

21  405 100.0 53.8 41.7 58.8 31.4 43.5 

22  79 100.0 58.2 46.8 54.4 38.0 34.2 

23  102 100.0 45.1 46.1 58.8 32.4 37.3 

24  203 100.0 63.1 43.8 50.7 29.1 34.5 

25  170 100.0 62.4 50.0 51.2 36.5 35.9 

26  146 100.0 65.8 38.4 50.7 30.1 34.2 

27  17 100.0 58.8 52.9 64.7 41.2 17.6 

注：１の（２）で「重要なことだと思う」と回答した者に対する割合である。

沖 縄

農 政 局 等 別

北 海 道

東 海

近 畿

中 国 四 国

九 州

東 北

関 東

北 陸

女性50～64歳

女性65歳以上

男性65歳以上

女性20～29歳

女性30～39歳

女性40～49歳

性別・年齢階層別

男性20～29歳

男性30～39歳

森林の手入れ
などのボラン
ティア活動

製材工場、大
工・工務店な
どによる国産
材や国産材住
宅の販売の促
進

公共事業にお
ける国産材の
利用の促進

消費者が国産
材を進んで利
用する

性 別

男 性

男性40～49歳

男性50～64歳

区　　　分

計

計回答 者数

森林所有者、
森林組合(森
林所有者の共
同組織)等に
よる森林整備
や木材生産に
関する自助努
力

65 歳 以 上

20 ～ 29 歳

年 齢 階 層 別

50 ～ 64 歳

30 ～ 39 歳

40 ～ 49 歳

女 性
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数回答）（つづき）

単位：％

59.5 3.3 0.3 0.5 1

56.0 3.9 - 0.5 2

61.0 3.0 0.4 0.5 3

66.7 1.4 - 1.4 4

62.4 3.3 1.6 0.4 5

59.2 2.8 - 0.7 6

58.3 3.9 - 0.4 7

57.4 3.0 - 0.4 8

78.3 4.3 - 4.3 9

67.2 1.7 - 1.7 10

57.3 - - - 11

50.4 8.5 - - 12

50.0 2.8 - - 13

60.9 - - - 14

61.0 3.7 2.1 - 15

59.9 4.0 - 1.0 16

61.0 2.3 - 0.6 17

62.4 3.2 - 0.6 18

74.4 1.2 1.2 - 19

65.2 3.5 - - 20

54.6 4.2 0.2 0.2 21

55.7 2.5 - - 22

68.6 2.9 - 1.0 23

59.1 4.4 0.5 1.5 24

56.5 1.8 - - 25

61.6 2.7 - 1.4 26

47.1 - 5.9 - 27

わからない
区
分

無 回 答
国や地方自治
体による支援
の強化

そ の 他
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３　周囲の森林の手入れに関する林業者と消費者の意識

（１）　林業者の意識
単位：％

人

1  608 100.0 2.6 17.8 47.5 29.3 0.8 0.5 1.5 1

2  63 100.0 6.3 30.2 47.6 12.7 - 1.6 1.6 2

3  78 100.0 1.3 12.8 50.0 34.6 - - 1.3 3

4  103 100.0 3.9 19.4 41.7 32.0 1.0 - 1.9 4

5  30 100.0 3.3 16.7 33.3 40.0 3.3 3.3 - 5

6  61 100.0 3.3 13.1 44.3 36.1 3.3 - - 6

7  65 100.0 1.5 13.8 46.2 33.8 - - 4.6 7

8  144 100.0 0.7 18.1 54.2 25.0 - 0.7 1.4 8

9  61 100.0 3.3 14.8 52.5 27.9 1.6 - - 9

10  3 100.0 - 66.7 - 33.3 - - - 10

東 北

関 東

九 州

北 陸

沖 縄

中 国 四 国

東 海

近 畿

少し手入
れが足り
ないと思
う

ほとんど
手入れが
されてい
ないと思
う

そ の 他
わから
な　い

農 政 局 等 別

北 海 道

区
分

無 回 答区　　　分

計

計回答者数

よく手入
れがされ
ていると
思う

必要最小
限の手入
れがされ
ていると
思う
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３　周囲の森林の手入れに関する林業者と消費者の意識（つづき）

（２）　消費者の意識
単位：％

人

1 1 337 100.0 13.7 57.7 2.8 25.1 0.7 1

2  395 100.0 12.7 65.8 2.3 19.0 0.3 2

3  942 100.0 14.1 54.2 3.1 27.7 0.8 3

4  72 100.0 22.2 31.9 1.4 43.1 1.4 4

5  250 100.0 14.0 41.6 4.0 40.4 - 5

6  287 100.0 15.3 47.4 2.4 34.5 0.3 6

7  463 100.0 12.3 67.6 3.0 15.8 1.3 7

8  265 100.0 11.7 73.6 2.3 12.1 0.4 8

9  26 100.0 15.4 42.3 - 42.3 - 9

10  61 100.0 13.1 44.3 1.6 41.0 - 10

11  83 100.0 15.7 57.8 2.4 24.1 - 11

12  119 100.0 10.1 75.6 3.4 10.1 0.8 12

13  106 100.0 12.3 79.2 1.9 6.6 - 13

14  46 100.0 26.1 26.1 2.2 43.5 2.2 14

15  189 100.0 14.3 40.7 4.8 40.2 - 15

16  204 100.0 15.2 43.1 2.5 38.7 0.5 16

17  344 100.0 13.1 64.8 2.9 17.7 1.5 17

18  159 100.0 11.3 69.8 2.5 15.7 0.6 18

19  82 100.0 14.6 52.4 1.2 30.5 1.2 19

20  118 100.0 12.7 57.6 4.2 25.4 - 20

21  408 100.0 14.0 56.9 4.2 24.3 0.7 21

22  80 100.0 13.8 60.0 1.3 23.8 1.3 22

23  105 100.0 9.5 63.8 1.0 25.7 - 23

24  205 100.0 17.1 48.8 4.4 29.3 0.5 24

25  173 100.0 9.2 69.4 1.2 19.1 1.2 25

26  149 100.0 16.1 57.7 1.3 24.8 - 26

27  17 100.0 17.6 41.2 - 35.3 5.9 27

九 州

沖 縄

年 齢 階 層 別

北 陸

東 海

近 畿

中 国 四 国

農 政 局 等 別

北 海 道

東 北

男性65歳以上

女性20～29歳

女性30～39歳

関 東

女性40～49歳

女性50～64歳

女性65歳以上

40 ～ 49 歳

女 性

男性50～64歳

区
分

無 回 答区　　　分

計

計回 答 者 数
手入れがさ
れていると
思う

手入れがさ
れていない
と思う

そ の 他 わからない

性 別

男 性

男性30～39歳

男性40～49歳

65 歳 以 上

20 ～ 29 歳

性別・年齢階層別

男性20～29歳

50 ～ 64 歳

30 ～ 39 歳
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４　森林の手入れがされていない原因（複数回答）

（１）　林業者の意識

人

1  467 100.0 83.9 40.7 18.4 21.0 27.4 

2  38 100.0 76.3 47.4 10.5 23.7 34.2 

3  66 100.0 83.3 47.0 12.1 13.6 34.8 

4  76 100.0 77.6 43.4 21.1 26.3 22.4 

5  22 100.0 86.4 40.9 18.2 36.4 18.2 

6  49 100.0 91.8 38.8 4.1 22.4 32.7 

7  52 100.0 84.6 46.2 23.1 19.2 23.1 

8  114 100.0 81.6 36.0 23.7 15.8 29.8 

9  50 100.0 96.0 30.0 26.0 26.0 18.0 

注：３の（１）で「少し手入れが足りないと思う」又は「ほとんど手入れがされていないと思う」と回答した者に対する割合である。

東 北

北 海 道

農 政 局 等 別

国や地方自治
体の支援が不
十分なため

周囲の森林所
有者が森林に
対して無関心
なため

関 東

区　　　分

計

計回 答 者 数
木材の価格が
安く、採算が
合わないため

下草刈りや間
伐などに係る
費用が負担で
きないため

森林を手入れ
する労働力が
不足している
ため

九 州 ・ 沖 縄

北 陸

中 国 四 国

東 海

近 畿
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単位：％

2.1 - 1.5 1

- - 2.6 2

3.0 - 1.5 3

3.9 - - 4

- - - 5

6.1 - - 6

- - - 7

0.9 - 4.4 8

2.0 - - 9

無 回 答わからない
区
分

そ の 他
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４　森林の手入れがされていない原因（複数回答）（つづき）

（２）　消費者の意識

人

1  771 100.0 44.2 47.6 59.4 13.0 26.1 

2  260 100.0 48.5 47.7 56.2 14.2 25.0 

3  511 100.0 42.1 47.6 61.1 12.3 26.6 

4  23 100.0 43.5 52.2 43.5 21.7 21.7 

5  104 100.0 36.5 47.1 58.7 20.2 27.9 

6  136 100.0 40.4 44.9 64.0 12.5 23.5 

7  313 100.0 44.7 51.8 58.1 10.5 26.2 

8  195 100.0 50.3 42.6 60.5 12.3 27.2 

9  11 100.0 36.4 63.6 45.5 27.3 27.3 

10  27 100.0 37.0 51.9 44.4 29.6 25.9 

11  48 100.0 37.5 39.6 62.5 18.8 29.2 

12  90 100.0 44.4 57.8 54.4 10.0 22.2 

13  84 100.0 64.3 38.1 59.5 9.5 25.0 

14  12 100.0 50.0 41.7 41.7 16.7 16.7 

15  77 100.0 36.4 45.5 63.6 16.9 28.6 

16  88 100.0 42.0 47.7 64.8 9.1 20.5 

17  223 100.0 44.8 49.3 59.6 10.8 27.8 

18  111 100.0 39.6 45.9 61.3 14.4 28.8 

19  43 100.0 39.5 58.1 37.2 14.0 44.2 

20  68 100.0 50.0 45.6 60.3 11.8 20.6 

21  232 100.0 47.0 47.4 59.5 10.8 27.2 

22  48 100.0 33.3 39.6 66.7 29.2 22.9 

23  67 100.0 41.8 44.8 56.7 4.5 34.3 

24  100 100.0 40.0 52.0 63.0 16.0 24.0 

25  120 100.0 43.3 49.2 57.5 13.3 25.8 

26  86 100.0 50.0 40.7 66.3 14.0 16.3 

27  7 100.0 28.6 85.7 57.1 - 28.6 

注：３の（２）で「手入れがされていないと思う」と回答した者に対する割合である。

九 州

沖 縄

年 齢 階 層 別

北 陸

東 海

近 畿

中 国 四 国

農 政 局 等 別

北 海 道

東 北

関 東

女性65歳以上

国や地方自治
体の支援が不
十分なため

女性20～29歳

女性30～39歳

女性40～49歳

女性50～64歳

男性30～39歳

男性40～49歳

男性50～64歳

男性65歳以上

50 ～ 64 歳

30 ～ 39 歳

40 ～ 49 歳

女 性

65 歳 以 上

区　　　分

計

計回 答 者 数
木材の価格が
安く、採算が
合わないため

下草刈りや間
伐などに係る
費用が負担で
きないため

森林を手入れ
する労働力が
不足している
ため

男性20～29歳

周囲の森林所
有者が森林に
対して無関心
なため

性 別

男 性

性別・年齢階層別

20 ～ 29 歳
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単位：％

2.3 0.5 1.6 1

2.7 - 1.5 2

2.2 0.8 1.6 3

4.3 - 4.3 4

1.0 - 1.9 5

2.2 1.5 2.9 6

2.9 0.3 1.3 7

2.1 0.5 0.5 8

- - - 9

- - 3.7 10

4.2 - 2.1 11

3.3 - 2.2 12

2.4 - - 13

8.3 - 8.3 14

1.3 - 1.3 15

1.1 2.3 3.4 16

2.7 0.4 0.9 17

1.8 0.9 0.9 18

- - 2.3 19

2.9 - 4.4 20

1.7 - 1.3 21

6.3 - - 22

1.5 6.0 - 23

3.0 - - 24

2.5 - 1.7 25

2.3 - 3.5 26

- - - 27

わからないそ の 他 無 回 答
区
分
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５　消費者が森林の手入れがされていないと思う理由（複数回答）

単位：％

人

1  771 100.0 55.4 54.2 50.7 14.8 1.7 1

2  260 100.0 56.5 58.8 48.5 12.7 1.2 2

3  511 100.0 54.8 51.9 51.9 15.9 2.0 3

4  23 100.0 60.9 47.8 52.2 8.7 - 4

5  104 100.0 40.4 49.0 49.0 14.4 3.8 5

6  136 100.0 42.6 50.0 58.1 16.9 0.7 6

7  313 100.0 58.5 58.8 45.7 16.6 2.2 7

8  195 100.0 66.7 53.3 54.4 11.3 0.5 8

9  11 100.0 63.6 63.6 54.5 - - 9

10  27 100.0 48.1 63.0 59.3 - 3.7 10

11  48 100.0 45.8 52.1 45.8 10.4 - 11

12  90 100.0 52.2 63.3 45.6 15.6 2.2 12

13  84 100.0 69.0 56.0 48.8 16.7 - 13

14  12 100.0 58.3 33.3 50.0 16.7 - 14

15  77 100.0 37.7 44.2 45.5 19.5 3.9 15

16  88 100.0 40.9 48.9 64.8 20.5 1.1 16

17  223 100.0 61.0 57.0 45.7 17.0 2.2 17

18  111 100.0 64.9 51.4 58.6 7.2 0.9 18

19  43 100.0 74.4 41.9 53.5 2.3 2.3 19

20  68 100.0 54.4 55.9 47.1 20.6 2.9 20

21  232 100.0 50.4 56.0 50.9 16.4 2.2 21

22  48 100.0 60.4 60.4 39.6 16.7 2.1 22

23  67 100.0 52.2 52.2 47.8 17.9 1.5 23

24  100 100.0 56.0 51.0 61.0 13.0 1.0 24

25  120 100.0 55.0 57.5 50.8 13.3 0.8 25

26  86 100.0 59.3 53.5 45.3 14.0 1.2 26

27  7 100.0 57.1 28.6 85.7 - - 27

注：３の（２）で「手入れがされていないと思う」と回答した者に対する割合である。

東 北

女性50～64歳

九 州

沖 縄

中 国 四 国

年 齢 階 層 別

北 陸

東 海

近 畿

農 政 局 等 別

北 海 道

男性30～39歳

男性40～49歳

男性20～29歳

関 東

男性50～64歳

男性65歳以上

女性65歳以上

女性20～29歳

女性30～39歳

女性40～49歳

性 別

男 性

性別・年齢階層別

50 ～ 64 歳

30 ～ 39 歳

40 ～ 49 歳

女 性

65 歳 以 上

20 ～ 29 歳

区
分

区　　　分

計

計回 答 者 数

森林を伐採し
た後に、植林
されずに放置
されている場
所がみられる
ため

スギ林等で木
の幹が細く込
み合って、貧
弱にみえる森
林がみられる
ため

森林の手入れ
が十分に行わ
れていない等
の報道を見た
ことがあるた
め

そ の 他 無 回 答

- 24 -



６　林業者が効果的と考える森林整備の方策（複数回答）

単位：％

人

1  467 100.0 61.0 10.1 28.5 63.8 10.7 5.6 0.9 4.3 1

2  38 100.0 55.3 21.1 36.8 52.6 13.2 2.6 - 5.3 2

3  66 100.0 59.1 4.5 24.2 63.6 9.1 9.1 1.5 7.6 3

4  76 100.0 69.7 10.5 26.3 71.1 9.2 1.3 - 1.3 4

5  22 100.0 68.2 4.5 27.3 63.6 9.1 4.5 - 4.5 5

6  49 100.0 53.1 12.2 26.5 67.3 22.4 12.2 - - 6

7  52 100.0 65.4 7.7 21.2 73.1 7.7 7.7 - 1.9 7

8  114 100.0 58.8 9.6 31.6 63.2 7.9 3.5 0.9 7.0 8

9  50 100.0 60.0 12.0 34.0 50.0 12.0 6.0 4.0 4.0 9

注：３の（１）で「少し手入れが足りないと思う」又は「ほとんど手入れがされていないと思う」と回答した者に対する割合である。

森林所有
者に対し
て、森林
の手入れ
を促すた
めの助言
や情報を
提供する
こと

所有する
森林の手
入れを義
務づける
法律や制
度をつく
ること

そ の 他 無 回 答
わ か ら
な い

九州・沖縄

北 陸

東 北

関 東

農 政 局 等 別

北 海 道

中 国 四 国

東 海

近 畿

区
分

森林の手
入れに必
要な林道
などの整
備に対す
る公的支
援を強化
すること

区　　　分

計

計回答者数

森林所有
者 に 代
わって、森
林の手入
れを行う代
行者を確
保し、その
代行者に
対 し て支
援を行うこ
と

森林所有
者から、
森林を買
い取って
手入れを
行う者に
対して支
援を行う
こと

- 25 -



７　手入れが不十分な私有林の手入れをすべき者に関する林業者と消費者の意識

（１）　林業者の意識
単位：％

人

1  608 100.0 48.7 29.8 13.0 6.6 1.3 0.7 1

2  63 100.0 55.6 27.0 14.3 1.6 1.6 - 2

3  78 100.0 55.1 24.4 11.5 5.1 - 3.8 3

4  103 100.0 47.6 26.2 17.5 6.8 1.9 - 4

5  30 100.0 43.3 20.0 23.3 6.7 6.7 - 5

6  61 100.0 47.5 36.1 3.3 13.1 - - 6

7  65 100.0 46.2 40.0 10.8 3.1 - - 7

8  144 100.0 49.3 31.3 11.1 5.6 2.1 0.7 8

9  61 100.0 41.0 29.5 16.4 13.1 - - 9

10  3 100.0 33.3 33.3 33.3 - - - 10

わからない

農 政 局 等 別

北 海 道

区
分

無 回 答区　　　分

計

計回答者数

あくまでも
森林所有者
が 中 心 と
なって手入
れをすべき

沖 縄

中 国 四 国

東 海

近 畿

九 州

北 陸

国や地方自
治体が中心
となって手
入れをすべ
き

森林ボラン
ティアへの
参加や緑の
募金への協
力など国民
全体で取り
組むべき

そ の 他

東 北

関 東

- 26 -



７　手入れが不十分な私有林の手入れをすべき者に関する林業者と消費者の意識（つづき）

（２）　消費者の意識
単位：％

人

1 1 337 100.0 26.9 26.3 36.7 6.9 2.7 0.6 1

2  395 100.0 33.4 24.6 34.4 5.6 1.8 0.3 2

3  942 100.0 24.1 27.0 37.7 7.4 3.1 0.7 3

4  72 100.0 34.7 31.9 29.2 1.4 2.8 - 4

5  250 100.0 25.2 33.2 32.4 5.2 4.0 - 5

6  287 100.0 21.6 30.0 33.4 8.7 4.9 1.4 6

7  463 100.0 25.7 21.2 43.0 7.6 1.7 0.9 7

8  265 100.0 34.0 23.0 35.5 6.8 0.8 - 8

9  26 100.0 34.6 26.9 26.9 3.8 7.7 - 9

10  61 100.0 31.1 37.7 21.3 4.9 4.9 - 10

11  83 100.0 30.1 32.5 27.7 7.2 1.2 1.2 11

12  119 100.0 30.3 16.0 47.1 5.9 0.8 - 12

13  106 100.0 40.6 19.8 34.9 4.7 - - 13

14  46 100.0 34.8 34.8 30.4 - - - 14

15  189 100.0 23.3 31.7 36.0 5.3 3.7 - 15

16  204 100.0 18.1 28.9 35.8 9.3 6.4 1.5 16

17  344 100.0 24.1 23.0 41.6 8.1 2.0 1.2 17

18  159 100.0 29.6 25.2 35.8 8.2 1.3 - 18

19  82 100.0 31.7 26.8 29.3 3.7 6.1 2.4 19

20  118 100.0 28.8 25.4 34.7 8.5 2.5 - 20

21  408 100.0 21.1 28.9 40.7 6.4 2.5 0.5 21

22  80 100.0 28.8 28.8 30.0 10.0 2.5 - 22

23  105 100.0 21.9 23.8 41.0 10.5 1.9 1.0 23

24  205 100.0 30.2 25.4 34.1 6.8 2.4 1.0 24

25  173 100.0 27.2 22.0 40.5 7.5 2.9 - 25

26  149 100.0 35.6 24.8 32.2 4.7 2.7 - 26

27  17 100.0 29.4 35.3 29.4 - - 5.9 27

九 州

沖 縄

年 齢 階 層 別

北 陸

東 海

近 畿

中 国 四 国

農 政 局 等 別

北 海 道

東 北

関 東

女性30～39歳

女性40～49歳

女性50～64歳

女性65歳以上

わからない

50 ～ 64 歳

65 歳 以 上

性別・年齢階層別

性 別

男 性

女 性

20 ～ 29 歳

30 ～ 39 歳

区
分

無 回 答区　　　分

計

計回答者数

あくまでも
森林所有者
が 中 心 と
なって手入
れをすべき

国や地方自
治体が中心
となって手
入れをすべ
き

森林ボラン
ティアへの
参加や緑の
募金への協
力など国民
全体で取り
組むべき

そ の 他

女性20～29歳

男性50～64歳

男性30～39歳

男性40～49歳

男性65歳以上

40 ～ 49 歳

男性20～29歳
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８　林業経営に関する林業者の意向

（１）　林業経営の規模に関する意向
単位：％

人

1  608 100.0 24.8 66.4 5.6 3.1 1

2  63 100.0 44.4 52.4 1.6 1.6 2

3  78 100.0 20.5 71.8 3.8 3.8 3

4  103 100.0 22.3 71.8 4.9 1.0 4

5  30 100.0 13.3 70.0 6.7 10.0 5

6  61 100.0 19.7 63.9 13.1 3.3 6

7  65 100.0 26.2 58.5 10.8 4.6 7

8  144 100.0 25.7 68.8 2.8 2.8 8

9  61 100.0 23.0 67.2 6.6 3.3 9

10  3 100.0 - 100.0 - - 10

（２）　手入れの主体に関する意向
単位：％

人

1  608 100.0 35.7 12.8 17.9 29.8 1.0 1

2  63 100.0 27.0 15.9 20.6 34.9 1.6 2

3  78 100.0 30.8 16.7 20.5 23.1 - 3

4  103 100.0 33.0 7.8 23.3 33.0 - 4

5  30 100.0 50.0 10.0 10.0 23.3 3.3 5

6  61 100.0 47.5 8.2 11.5 26.2 1.6 6

7  65 100.0 20.0 26.2 13.8 35.4 3.1 7

8  144 100.0 41.0 10.4 18.8 28.5 0.7 8

9  61 100.0 42.6 11.5 16.4 27.9 - 9

10  3 100.0 - - - 100.0 - 10

2.9 

3.3 

4.9 

そ の 他

2.8 

- 

9.0 

1.5 

沖 縄

東 海

近 畿

中 国 四 国

九 州

0.7 

1.6 

- 

北 海 道

東 北

関 東

北 陸

無 回 答
区
分

計

農 政 局 等 別

雇用労働を
主体とした
い

請け負わせ
を主体とし
たい

林業経営そ
のものを他
の森林所有
者や林業事
業体等 （ 伐
採 等 の 業
者、森林組
合など）に委
託したい

区　　　分 回答者数 計
自家労働を
主体とした
い

区
分

無 回 答区　　　分

計

計回答者数

規模化のメ
リットが活
か せ る
100ha を 超
える大規模
な経営

小回りが利
き、農業な
どとの兼業
が 容 易 な
10ha か ら
100ha 程 度
の経営

そ の 他

農 政 局 等 別

北 海 道

沖 縄

中 国 四 国

東 海

近 畿

東 北

関 東

九 州

北 陸
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８　林業経営に関する林業者の意向（つづき）

（３）　木材生産目標に関する意向
単位：％

人

1  608 100.0 15.5 60.0 18.1 3.6 2.8 1

2  63 100.0 7.9 66.7 17.5 3.2 4.8 2

3  78 100.0 11.5 55.1 25.6 5.1 2.6 3

4  103 100.0 21.4 51.5 23.3 3.9 - 4

5  30 100.0 6.7 60.0 23.3 3.3 6.7 5

6  61 100.0 13.1 65.6 14.8 3.3 3.3 6

7  65 100.0 7.7 67.7 13.8 4.6 6.2 7

8  144 100.0 16.7 61.8 16.7 3.5 1.4 8

9  61 100.0 29.5 57.4 8.2 1.6 3.3 9

10  3 100.0 33.3 33.3 33.3 - - 10

（４）　伐採の方法に関する意向
単位：％

人

1  608 100.0 10.0 18.8 64.8 2.6 3.8 1

2  63 100.0 27.0 14.3 54.0 1.6 3.2 2

3  78 100.0 7.7 24.4 61.5 2.6 3.8 3

4  103 100.0 8.7 19.4 68.9 1.9 1.0 4

5  30 100.0 3.3 36.7 56.7 - 3.3 5

6  61 100.0 3.3 11.5 77.0 4.9 3.3 6

7  65 100.0 3.1 23.1 60.0 3.1 10.8 7

8  144 100.0 10.4 18.8 66.7 2.1 2.1 8

9  61 100.0 13.1 9.8 65.6 4.9 6.6 9

10  3 100.0 33.3 - 66.7 - - 10

近 畿

中 国 四 国

九 州

沖 縄

東 北

関 東

北 陸

東 海

区
分

計

農 政 局 等 別

北 海 道

おおむね80年
生程度以上の
林齢で、まと
まった面積の
皆伐を行いた
い

皆伐は行わ
ず、間伐など
を繰り返すこ
とによって、
できるだけ造
林や手入れの
手間が生じな
いようにした
い

そ の 他 無 回 答区　　　分 回 答 者 数 計

おおむね50年
生程度の林齢
で、まとまっ
た面積の皆伐
を行いたい

関 東

近 畿

沖 縄

東 海

中 国 四 国

九 州

そ の 他
区
分

無 回 答区　　　分

並材と高品質
材の両方を生
産することを
目指したい

単価のより高
い高品質材や
特殊材を生産
することを目
指したい

計

計回 答 者 数

並材を低コス
トで生産する
ことを目指し
たい

農 政 局 等 別

北 海 道

東 北

北 陸
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８　林業経営に関する林業者の意向（つづき）

（５）　林業の機械化に関する意向
単位：％

人

1  608 100.0 11.7 27.6 49.5 5.3 5.9 1

2  63 100.0 19.0 20.6 52.4 - 7.9 2

3  78 100.0 5.1 20.5 62.8 3.8 7.7 3

4  103 100.0 10.7 29.1 53.4 4.9 1.9 4

5  30 100.0 6.7 26.7 53.3 6.7 6.7 5

6  61 100.0 8.2 29.5 49.2 8.2 4.9 6

7  65 100.0 15.4 21.5 41.5 6.2 15.4 7

8  144 100.0 13.9 35.4 43.1 4.9 2.8 8

9  61 100.0 11.5 29.5 42.6 9.8 6.6 9

10  3 100.0 - - 100.0 - - 10沖 縄

農 政 局 等 別

北 海 道

東 北

北 陸

東 海

中 国 四 国

九 州

関 東

近 畿

区
分

無 回 答区　　　分

計

計回 答 者 数

高価格でも作
業能率が高い
機械を導入し
たい

多少作業能率
が低くても低
価格な機械を
導入したい

機械はなるべ
く持たず、伐
採などは請け
負わせにより
対応したい

そ の 他
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９　林業者が伐採業者や森林組合などに期待する役割（複数回答）

単位：％

人

1  608 100.0 66.8 33.9 34.5 39.0 3.8 3.9 1.0 1

2  63 100.0 58.7 30.2 55.6 34.9 1.6 4.8 1.6 2

3  78 100.0 78.2 30.8 25.6 38.5 2.6 3.8 - 3

4  103 100.0 65.0 38.8 33.0 42.7 2.9 2.9 1.9 4

5  30 100.0 63.3 40.0 33.3 30.0 10.0 6.7 - 5

6  61 100.0 70.5 27.9 24.6 47.5 8.2 1.6 1.6 6

7  65 100.0 58.5 27.7 41.5 41.5 1.5 4.6 1.5 7

8  144 100.0 66.7 37.5 31.3 37.5 2.8 4.9 0.7 8

9  61 100.0 70.5 32.8 37.7 34.4 6.6 3.3 - 9

10  3 100.0 66.7 66.7 33.3 33.3 - - - 10

そ の 他
特に期待
する役割
はない

農 政 局 等 別

北 海 道

区
分

無 回 答区　　　分

計

計回答者数

高い技術
力をもっ
て、高能
率・低コ
ストの林
業を実施
すること

植え付け、
間伐等の
個々の作
業を引き
受けるこ
と

長期にわ
たり、各
種の作業
を一括し
て引き受
けること

作業のみ
ならず、
森林に係
る計画策
定から管
理経営ま
でを引き
受けるこ
と

沖 縄

中 国 四 国

東 海

近 畿

東 北

関 東

九 州

北 陸

- 31 -



１０　森林づくりに関する林業者の意向と消費者の意識（複数回答）

（１）　林業者の意向
単位：％

人

1  608 100.0 66.9 20.6 23.8 24.7 50.7 4.8 0.5 1

2  63 100.0 63.5 19.0 38.1 31.7 33.3 4.8 1.6 2

3  78 100.0 55.1 24.4 23.1 28.2 52.6 6.4 1.3 3

4  103 100.0 70.9 21.4 25.2 23.3 51.5 2.9 - 4

5  30 100.0 63.3 26.7 16.7 20.0 63.3 3.3 - 5

6  61 100.0 65.6 21.3 18.0 14.8 60.7 4.9 1.6 6

7  65 100.0 67.7 16.9 21.5 26.2 52.3 6.2 - 7

8  144 100.0 70.8 22.2 20.1 22.2 55.6 2.1 - 8

9  61 100.0 72.1 11.5 27.9 29.5 37.7 11.5 - 9

10  3 100.0 66.7 33.3 33.3 66.7 - - - 10

東 北

関 東

九 州

北 陸

沖 縄

中 国 四 国

東 海

近 畿

CO2の吸収

源 と して
地球 温暖
化の 防止
に配 慮し
た森 林づ
くり

森林 浴な
ど健 康づ
くり や森
林体 験活
動な ど森
林と 人と
のふ れあ
いに 配慮
した 森林
づくり

木材 等の
生産 を主
体と した
森林 づく
り

そ の 他

農 政 局 等 別

北 海 道

区
分

無 回 答区　　　分

計

計回答者数

国土 の保
全や 水源
のか ん養
に配 慮し
た森 林づ
くり

多様 な動
植物 の成
育な ど周
辺の 環境
に配 慮し
た森 林づ
くり
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１０　森林づくりに関する林業者の意向と消費者の意識（複数回答）（つづき）

（２）　消費者の意識
単位：％

人

1 1 337 100.0 58.7 40.2 54.5 32.6 7.2 2.1 0.2 1

2  395 100.0 63.8 38.7 47.8 37.2 8.1 2.0 0.3 2

3  942 100.0 56.6 40.8 57.3 30.7 6.8 2.1 0.2 3

4  72 100.0 40.3 48.6 63.9 37.5 2.8 1.4 - 4

5  250 100.0 35.6 50.8 62.0 37.6 6.0 2.8 0.4 5

6  287 100.0 55.4 42.5 55.4 31.0 7.3 1.4 - 6

7  463 100.0 67.8 34.6 50.3 33.3 7.6 2.6 0.4 7

8  265 100.0 73.2 35.1 51.3 27.2 8.7 1.5 - 8

9  26 100.0 46.2 50.0 53.8 42.3 3.8 3.8 - 9

10  61 100.0 39.3 45.9 67.2 37.7 6.6 1.6 - 10

11  83 100.0 62.7 38.6 48.2 39.8 4.8 1.2 - 11

12  119 100.0 68.1 32.8 41.2 42.9 9.2 3.4 0.8 12

13  106 100.0 78.3 38.7 42.5 27.4 11.3 0.9 - 13

14  46 100.0 37.0 47.8 69.6 34.8 2.2 - - 14

15  189 100.0 34.4 52.4 60.3 37.6 5.8 3.2 0.5 15

16  204 100.0 52.5 44.1 58.3 27.5 8.3 1.5 - 16

17  344 100.0 67.7 35.2 53.5 29.9 7.0 2.3 0.3 17

18  159 100.0 69.8 32.7 57.2 27.0 6.9 1.9 - 18

19  82 100.0 56.1 41.5 58.5 32.9 4.9 1.2 - 19

20  118 100.0 56.8 35.6 51.7 37.3 11.0 2.5 - 20

21  408 100.0 55.6 41.9 52.0 35.3 7.1 2.9 - 21

22  80 100.0 62.5 38.8 47.5 33.8 10.0 2.5 - 22

23  105 100.0 65.7 37.1 58.1 26.7 4.8 1.9 1.0 23

24  205 100.0 56.6 46.3 53.2 30.2 8.8 1.5 0.5 24

25  173 100.0 61.8 34.7 56.1 32.4 8.7 1.2 - 25

26  149 100.0 63.8 39.6 61.7 28.9 1.3 2.0 - 26

27  17 100.0 47.1 35.3 64.7 29.4 11.8 - 5.9 27

九 州

沖 縄

年 齢 階 層 別

北 陸

東 海

近 畿

中 国 四 国

農 政 局 等 別

北 海 道

東 北

関 東

女性65歳以上

男性50～64歳

男性65歳以上

女性20～29歳

女性30～39歳

女性40～49歳

女性50～64歳

50 ～ 64 歳

30 ～ 39 歳

40 ～ 49 歳

男性30～39歳

性別・年齢階層別

男性20～29歳

男性40～49歳

65 歳 以 上

木材 等の
生産 を主
体と した
森林 づく
り

そ の 他

女 性

森林 浴な
ど健 康づ
くり や森
林体 験活
動な ど森
林と 人と
のふ れあ
いに 配慮
した 森林
づくり

性 別

男 性

20 ～ 29 歳

区
分

無 回 答区　　　分

計

計回答者数

国土 の保
全や 水源
のか ん養
に配 慮し
た森 林づ
くり

CO2の吸収

源 と して
地球 温暖
化の 防止
に配 慮し
た森 林づ
くり

多様 な動
植物 の成
育な ど周
辺の 環境
に配 慮し
た森 林づ
くり
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【利用上の注意】

１ 調査の内容

本調査は、森林・林業施策の検討資料とするため、林業者及び消費者が森林の循

環利用について、どのような意識・意向を持たれているかを把握したものである。

２ 調査対象

生産者（農業者、林業者、漁業者 、流通加工業者及び消費者の意見・意向等を）

迅速に把握して農林水産行政に反映させることなどを目的とした「農林水産情報交

」 、 、流ネットワーク事業 において 全国に配置している情報交流モニター等の中から

林業者モニター及び消費情報提供協力者を対象とした。

３ 実施時期

平成17年４月上旬～中旬

４ 調査方法

地方農政局、地方農政局取りまとめ統計・情報センター、北海道統計・情報事務

所、北海道取りまとめ統計・情報センター及び沖縄総合事務局からの郵送調査によ

り行った。

５ 調査票の回収率等

配付者数 回答者数 回 収 率
（人） （％）（人）

738 608 82.4林業者モニター

1,480 1,337 90.3消費情報提供協力者

６ 用語の説明等

(1) 森林資源の循環利用とは、健全な森林資源を育成し、そこから生産される木材

を無駄なく長期にわたり利用していくことをいう。

(2) 農政局等の区分は次のとおりである。

北 海 道：北海道

東 北：青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島

関 東：茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、東京、神奈川、山梨、長野、静岡

北 陸：新潟、富山、石川、福井

東 海：岐阜、愛知、三重

近 畿：滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山

中国四国：鳥取、島根、岡山、広島、山口、徳島、香川、愛媛、高知

九 州：福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島

沖 縄：沖縄

(3) 統計表の各回答率は、各設問（各区分）の有効回答者数計を 100.0とする割合

である。

なお、標本誤差は回答者数と回答率によって異なっており、回答者数別の標本
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誤差の範囲（95％は信頼できる誤差の範囲）は、おおむね次のとおりであり、利

用に当たっては注意願いたい。

標本誤差の範囲とは、例えば、ある選択肢の回答率が50％の場合、1,300戸を

取りまとめた結果では、同調査（1,300戸を取りまとめ）を100回行ううちの95回

、 （ ） 。は 47.3％～52.7％ 50％の上下2.7％ の範囲の中に収まるというものである

回答率 10％ 20％ 30％ 40％
50%

回答者数 (又は90％) (又は80％) (又は70％) (又は60％)

1,300 ± 1.6 ± 2.2 ± 2.5 ± 2.7 ± 2.7

900 ± 2.0 ± 2.6 ± 3.0 ± 3.2 ± 3.3

800 ± 2.1 ± 2.8 ± 3.2 ± 3.4 ± 3.5

600 ± 2.4 ± 3.2 ± 3.7 ± 3.9 ± 4.0

500 ± 2.6 ± 3.5 ± 4.0 ± 4.3 ± 4.4

400 ± 2.9 ± 3.9 ± 4.5 ± 4.8 ± 4.9

300 ± 3.4 ± 4.5 ± 5.2 ± 5.5 ± 5.7

200 ± 4.2 ± 5.5 ± 6.4 ± 6.8 ± 6.9

100 ± 5.9 ± 7.8 ± 9.0 ± 9.6 ± 9.8

90 ± 6.2 ± 8.3 ± 9.5 ±10.1 ±10.3

80 ± 6.6 ± 8.8 ±10.0 ±10.7 ±11.0

70 ± 7.0 ± 9.4 ±10.7 ±11.5 ±11.7

60 ± 7.6 ±10.1 ±11.6 ±12.4 ±12.7

50 ± 8.3 ±11.1 ±12.7 ±13.6 ±13.9

40 ± 9.3 ±12.4 ±14.2 ±15.2 ±15.5

30 ±10.7 ±14.3 ±16.4 ±17.5 ±17.9

20 ±13.1 ±17.5 ±20.1 ±21.5 ±21.9

10 ±18.6 ±24.8 ±28.4 ±30.4 ±31.0

7 ±22.2 ±29.6 ±33.9 ±36.3 ±37.0

3 ±33.9 ±45.3 ±51.9 ±55.4 ±56.6

回答率×（１－回答率）
注：標本誤差の範囲は、±1.96 × により求めた。

回答者数

(4) 表示単位未満を四捨五入したため、計と内訳の積み上げ値は必ずしも一致しな

い。

(5) 統計表に使用した記号「－」は、事実のないことを表す。

、 、 、(6) 統計表の数値の中には 回答者数の少ないものもあるので 利用に当たっては

十分注意されたい。

連絡先
農林水産省 大臣官房 情報課 業務第２班
電 話（代表） 03(3502)8111 内線2577

（直通） 03(3502)8449

この資料は 農林水産省ホームページ http://www.maff.go.jp/ の 施、 【 】 「
策の動き・情報 ≫ 農林水産業の意識・意向調査」で御覧いただけます。




